
（　公　印　省　略　）

別添、仕様書のとおり

　　上記について、下記により見積合わせを行ますので入札心得等を熟覧のうえ提出して下さい。

実施しません。

１）様　式　等

２）提出方法

３）提出期限 まで

４）提  出  先 独立行政法人水資源機構　木曽川用水総合管理所　経理課　中原

TEL 0587-97-3710 FAX 0587-97-1482

５）質  問  書 まで

※質問の回答については、令和 5 年 12 月 21 日までにＨＰに掲載します。

６）見積回数

までとします。

７）そ  の  他

書提出の期限は

記　

なお、当初の見積徴取において予定価格の制限に達した価格の見積書がない
場合の再度の見積書の提出については、改めて連絡するものとし、再度の見積

16:00

２）受注代金の支払いについては、履行確認後の一括支払となります。

３）最低金額を提出した見積者が複数ある場合は、「くじ」により契約の相手方を決定します。
　　くじの方法は、別添「くじの方法」のとおりとします。

3

②見積書を送信した後は、見積書の引き換え若しくは変更又は見積の取消し
はできません。また、見積者は見積り誤り、見積書の書き誤り等を理由に見積も
りの無効を主張することはできません。
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見　　積　　依　　頼　　書

１）契約金額は、見積書に記載された金額に当該金額の１００分の１０に相当する額を加算した
金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てた金額）とします。

なお、ＦＡＸに拠りがたい場合は、持参又は郵送（一般書留、簡易書留、その他
配達の記録が残る方法に限る。）による。

契約締結の翌日から令和6年3月22日まで

ＦＡＸによる。（※ＦＡＸ番号は、４）に記載された番号）

令和5年12月25日

木曽川用水総合管理所長　本田　毅

独立行政法人水資源機構分任契約職

1 件 名 蜂屋調整池獣害進入防止柵設置工事

木 経 第 ２ ５ ３ 号

令 和 5 年 12 月 14 日

施 行 場 所2

工 期

見積書の様式は任意としますが、見積書には見積年月日並びに見積者の住所
及び氏名（法人の場合は、法人名及びその代表者名）を記載し、代表者の印章
を押印されたものに限ります。ただし、押印は「本件責任者及び担当者」の氏名
及び連絡先を明記することで省略することができます。

見 積 結 果

①見積価格は、見積者が消費税に係る課税事業者であるか免税事業者である
かを問わず、見積もった契約希望金額の１１０分の１００に相当する金額を見積
書に記載してください。

見 積 書 等2

内 容 等

見積結果については、契約の相手方として決定した者のみに、原則として提出
期限の翌日（翌日が休日となる場合には休日でない直後の日）までに通知しま
す。

２回を限度とする。
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現 場 説 明

岐阜県美濃加茂市蜂屋町地内（蜂屋調整池）

令 和 5 年 12 月 19 日 12:00

令 和 5 年 12 月 25 日 12:00
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第１章 総則 

第１節 適用 

１-１ 適用 

１．この特記仕様書は、独立行政法人水資源機構(以下「機構」という。)が別に定める「土

木工事共通仕様書(平成30年4月）」（以下「共通仕様書」という。)及び「土木工事施

工管理基準（平成30年4月）」に優先して、蜂屋調整池獣害進入防止柵設置工事(以下「本

工事」という。)に適用する。 

 

第２節 工事場所等 

２-１ 工事場所 

岐阜県美濃加茂市蜂屋町地内（蜂屋調整池） 

２-２ 工事概要 

本工事は、堤体法面に繁殖するミミズをイノシシが掘り起こすことから、獣害進入防

止柵を設置し獣害から法面を保護するものである。 

 ・堤体法面整備工 ： １式 

２-３ 工事数量 

本工事の数量は、別添「工事数量総括表」のとおりである。 

 

第３節 工期等 

３-１ 工  期 

１．工期は、雨天、休日等を見込み、契約締結の翌日から令和６年３月２２日とする。な

お、休日等には、日曜日、祝日、年末年始休暇のほか、作業期間内の全土曜日を含んで

いる。 

 

第４節  工事用地等の使用 

１．本工事の工事用地は機構用地である。 

２．工事施工上必要となる用地がある場合には、受注者において確保するものとする。 

 

第５節 設計変更等 

５-１  ガイドライン等 

設計変更等については、共通仕様書第1編1-1-13から1-1-15に記載しているところであ

るが、その具体的な考え方や手続きについては、「工事請負契約における設計変更ガイド

ライン（総合版）」（独立行政法人水資源機構平成27年11月）に準拠するものとする。 

５-２  追加予定等 

施工に伴い生じた作業で、施設の維持管理上必要と監督員が認める作業については、設

計変更の対象とする。 

 

第６節 数量の算出 

数量の算出には国土交通省国土技術政策総合研究所ホームページ掲載の土木工事数量

算出要領（案）を使用する。 
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第７節 工事中の安全確保 

７-１ 重点的安全対策 

１．工事の施工にあたっては、機構で組織する中央安全協議会が定める「重点的安全対策」

について留意し、工事事故の防止を図らなければならない。 

なお、令和５年度における「重点的安全対策」の項目は以下の３項目である。 

Ⅰ．建設機械の稼働に関連した人身事故防止 

Ⅱ．転落・墜落による人身事故防止 

Ⅲ．架空線、埋設管等の損傷事故防止 

２．受注者は、施工計画書を立案する際に、現場状況等を事前に確認し、現場条件・工事

内容等に即した安全管理を検討するとともに、重点的安全対策の具体的な実施方法を施

工計画書に明記するものとする。 

３．受注者は、工事に従事する就業制限業務及び作業主任者を選任する業務における資格

者のうち、資格取得後一定期間経過した資格者に対し、次に掲げる再教育の受講が推進

されるよう努めるものとする。 

①労働安全衛生法第19条の2に基づく足場組立等作業主任者等に対する能力向上教

育 

②労働安全衛生法第60条の2に基づく車両系建設機械運転従事者、移動式クレーン運

転士、玉掛業務従事者等に対する危険有害業務従事者教育 

③厚生労働省通達に基づくドラグ・ショベル運転業務従事者等に対する危険再認識

教育 

７-２ 工事看板等 

工事中看板、工事情報看板及び工事説明看板の記載内容及び設置箇所については、監

督員の承諾を得るものとする。 

 

第２章 材料 

第１節 適用 

１-１ 資材 

１．獣害進入防止柵に使用するフェンスの材料仕様は以下のとおりとする。 

名  称 規  格 備 考 

イノシシ柵 H=1200㎜  

イノシシ柵門扉 H=1200㎜ W=1000㎜  

 

 

― 以   上 ―    



工 事 名

工   事   数   量   総   括   表

蜂屋調整池獣害進入防止柵設置工事

                 独立行政法人 水資源機構

                    木曽川用水総合管理所

- 1 -



数量増減数量（前回）単位規格工事区分・工種・種別・細別 摘要

工事名

数量（今回）

工事数量総括表

蜂屋調整池獣害進入防止柵設置工事 ( 当    初 )

開水路

式         1    

　維持管理工

　

　 式         1    

　　堤体法面整備工

　　

　　 式         1    

　　　イノシシ柵設置

　　　

　　　

H1200

ｍ        76    

　　　イノシシ柵門扉設置

　　　

　　　

H1200 W1000

基         1    

直接工事費

式         1    

共通仮設費

式         1    

　共通仮設費（率計上）

　

　 式         1    

純工事費

式         1    

　現場管理費

　

　 式         1    

工事原価

式         1    

                 独立行政法人 水資源機構- 1 -



数量増減数量（前回）単位規格工事区分・工種・種別・細別 摘要

工事名

数量（今回）

工事数量総括表

蜂屋調整池獣害進入防止柵設置工事 ( 当    初 )

　一般管理費等

　

　 式         1    

工事価格

式         1    

消費税相当額

式         1    

工事費計

式         1    

                 独立行政法人 水資源機構- 2 -



蜂屋調整池平面図
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イノシシ柵(H=1.2m）
Ｌ＝７６ｍ

イノシシ柵門扉(H=1.2m W=1.0m）

１箇所

蜂屋調整池平面図

蜂屋調整池獣害進入防止柵設置工事

独立行政法人　水資源機構　木曽川用水総合管理所

登録番号

工事名

名　称

整理番号

（参考図）



1m門扉（太径網タイプ） イノシシ柵及び門扉

蜂屋調整池獣害進入防止柵設置工事

独立行政法人　水資源機構　木曽川用水総合管理所

登録番号

工事名

名　称

整理番号

（参考図）



　

◆くじ用数値

　「くじ用数値」を記載いただくのは、最低価格者が複数となった場合に契約の相
手方を決定するためです。詳細は「くじの方法」をご覧ください。

〈連絡先〉

担当部署名：

担当者：

電話番号：

独立行政法人水資源機構  木曽川用水総合管理所  経理課  中原  あて

木曽川用水総合管理所長　本田　毅　　殿

住　　 　所

　  令和5年12月14日に交付された(件名：蜂屋調整池獣害進入防止柵設置工
事)の見積依頼書等を受領しました。

FAX番号：

令和　     年　     月     　日

会　社　名

代表者氏名

独立行政法人水資源機構　分任契約職

FAX送信先    0587-97-1482

見積依頼書等の交付受領書



１．くじの方法について

２．くじ用数値について

記載例）
※数字は、明確に記載してください。

３．くじ用順位について

例） ・同価格者が２者の場合、見積書の送信順に「０:ゼロ」、「１」
・同価格者が３者の場合、見積書の送信順に「０:ゼロ」、「１」、「２」

４．具体的な決定方法について
例） ・同価格者が２者の場合

例） ・同価格者が3者の場合

◎◎工業 ¥500,000- 2 1

□□工業 ¥600,000- 999
△△組 ¥500,000- 1 4

見積業者 見積額 くじ用順位 くじ用数値
○○工務店 ¥500,000- 0 123

□□工業 ¥600,000- 999
△△組 ¥500,000- 1 4

○○工務店 ¥500,000- 0 123

別　　添

く　じ　の　方　法

　今回の見積徴取に際して、最低金額を提出した見積者（以下「同価格者」という。）が複数
あった場合、以下の方法により、契約の相手方を決定します。

同価格者の「くじ用数値」の合計を同価格者数で除算し、余りの数値と「くじ用順位」が一
致する者を、契約の相手方とします。

１）「くじ用数値」とは、見積書を提出される方が、任意に決定していただく「０：ゼロ」から「９９
９」の３桁の整数とします。なお、数値の記載等がない場合は「０：ゼロ」として取り扱わせてい
ただきます。
２）「くじ用数値」の機構へ対しての通知方法は、機構から送信（ＦＡＸ）した見積依頼書の受
信確認を機構に対して返信（ＦＡＸ）する際に記載してください。この場合、機構から特に受
信確認に用いる様式の指定がない場合は、通信欄などに下記のように記載してください。

「くじ用順位」とは、同価格者が機構に対して見積書を送信（ＦＡＸ）していただいた順に、
「０：ゼロ」から順に付番させていただく番号となります。

見積業者 見積額 くじ用順位 くじ用数値

31 2

くじ用数値

123+4=127

127÷2者=63 余り 1  

・余り「1」とくじ用順位「1」が合致する、

△△組 が契約の相手方となる。

123+4+1=128

128÷3者=42 余り ２

・余り「2」とくじ用順位「2」が合致する、

◎◎工業 が契約の相手方となる。


